
 

毎年、８月６日の出校日には、どの学年

も平和についての学習を行っています。こ

の授業のために、各担任は、教材を選び、

全職員で子どもの心に残るような授業展

開を検討しました。普段、ご家庭で「平和」

について話をする機会は少ないかもしれ

ませんが、保護者の方から「今日、どんな

こと勉強したの？」という一言で、子どもた

ちは学習したことを思い出し、しっかりと心

に残るものにすると思います。ぜひ声をか

けてください。各学年で使う学習教材を紹

介します。 

【１年生の学習】 

絵本『8月6日のこと』（文：中川ひろたか 

絵：長谷川 義史） 

８学生だったお母さん

は、原爆投下の後、震えな

がら兄（伯父）が住んでい

た広島の街を訪れます。兄

はいなくなり、変わり果て

た街を見つめるお母さんの姿が描かれて

います。瀬戸内海の平穏な風景と戦後の

広島の惨状を対比させながら、「核と平和」

を子どもに問いかけるお話です。 

【２年生の学習】 

絵本『おこりじぞう』（文：山口勇子、絵：四

国五郎） 

広島のとある街角に、

いつも笑顔のわらいじ

ぞうがありました。原爆

によって建物や人々と

一緒に吹き飛ばされた

お地蔵さまは、やけどで衰弱する少女の

姿を見て、怒りと悲しみの表情になったと

いうお話です。 

【３年生の学習】 

アニメ「伸ちゃんのさんり

んしゃ」（原作：児玉辰

春 、絵：おぼまこと） 

終戦から 40 年の年、

錆びた１台の三輪車が広

島平和記念資料館に展

示されました。三輪車を寄贈した信男さん

が、原爆で亡くなった長男の伸一くんにつ

いて、息子や孫たちにその時の出来事に

ついて話すという実話に基づくお話です。 

【４年生の学習】 

「折り鶴に込められた願い」（NNN ドキュ

メント動画） 

広島の平和公

園にある「原爆の

子の像の」モデル

となった佐々木禎

子さんは、被爆の10年後に白血病で亡く

なりました。禎子さんは、「鶴を千羽折った

ら願い事が叶う」と信じ、折り鶴を折り続

けた禎子さんのお話です。 

みどりの森くろつち学園立石小学校 R7学校だより  今年の合言葉は 

みんなで 

わかるまで！ 
できるまで！ 



【５年生の学習】 

「あの日のこと」（文：山口

美代子 絵：吉澤みか） 

1945 年８月９日、長崎

での被爆、直後の機銃掃

射…。14 歳のときに長崎

で被爆し、92歳の今も、語

り部として活動する山口美代子さんの体

験をもとにした話で、その内容は、戦争の

愚かさ、平和への祈りを伝えるお話です。 

【６年生の学習】 

「原爆で大破した浦上天主堂の鐘 復元に挑んだ

のは「原爆開発計画」医師の孫」（TBS NEWS DIG 動画） 

80 年前、長崎に

落とされた原爆で

大破したカトリック

教会の鐘が復元さ

れ、公開されました。そのプロジェクトを率

いたアメリカ人の思いを考える動画です。

戦争を体験した人々の思いと自分自身を

つなぎ、平和な社会や世界をつくるには、

どんなことが必要か考え動画です。 

小郡市、大刀洗町の英語スピーチ大会

には、６年生の平野結愛さん、小栁彩嘉さ

んが出場します。２人は、夏休み前から猛

練習をしていて、先日は、小中合同の練習

会に参加し、中学生からスピーチの仕方

のアドバイスを受けました。大会は、８月８

日に小郡市文化会館で行われます。 

 

７月29日、小郡市三井郡の小、中学校

の調理員さんが集まって、考えた献立とそ

の調理を競う 学校給食料理コンクールが

行われ、本校の調理員の中村美由紀先生

が最優秀賞を受賞されました。またまた、

立石小から一番が出ました。 

 

夏休みには、集中していくつもの職員研

修を行っています。救命救急対応の研修

では、三井消防署の方を講師に迎え、心

肺蘇生法、誤嚥（ごえん）対応、緊急事態

発生時の通報・対処訓練を行いました。暑

さの中、職員も頑張っています。 

〈今後の予定〉 

８月 
 
 

９月 
 

２６日（火）人権学習参観PTA委員 事前学習会 13:50～ 
２７日（水）学校再開 ※給食あります 13：10下校 
28・29日 ４時間授業  13：10 
５日（金）授業参観、学級懇談会 13：45 

１１日（木）PTA運営委員会 
１９日（金）教育条件整備学習会 19：00 

 

 

  

 

    
 

 

 

 

   
 

心肺蘇生訓練     緊急事態発生時対処訓練 


